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　教育長だより～エール～ 第25号

～子どもの頃の体験は、その後の人生に影響する～
◇子どもの体験活動に関する調査結果より◇
文部科学省では，幼児期から義務教育修了までの、自然体験、

動植物とのかかわり、友だちとの遊び、地域活動、家族行事、

家事手伝いなどの体験が、大人になってから、自分が好きという

自尊感情、意欲・関心、規範意識、人間関係能力にどのような

影響を与えるかという視点で調査研究を行っています。

いくつかの調査結果が示されていますが、私は以下の３点に着目！

結果１ 子どもの頃の体験が豊富な大人ほど、やる気や生きがい

をもっている人が多い。

結果２ 幼少期から中学生期までの体験が多い高校生ほど、思いやり、

やる気、人間関係能力等の資質・能力が高い。

結果３ 体験が豊富な子どもほど、読む本の冊数が多く、コンピューターゲームや

ゲーム遊びをしないという割合が高い。

これは、あくまで一つの調査結果ですが、なんとなく「そうだなあ」と思うのも

事実です！

前回も平和教育について触れましたが、今

年は皆様もご承知のとおり太平洋戦争の沖縄

戦終結80年、節目の年でもあります。

○○教育と名の付くものは沢山ありますが、

私は全てにおいて人権意識がとても大事だと

思っています。

今年も秦野市では恒例の、「ピースキャン

ドル」ボランティア募集や、「見て・学ぼう

平和の大切さ」川崎市平和館・岡本太郎美術

館バスツアーの企画もあります。２ページ目

に詳しい内容を掲載しましたので、是非お子

様とも共有してみてください。

前回24号でご紹介しました親子広島訪問団とパジュ英語村派遣事業ですが、おかげさまで

教育長だより発行後申し込みが殺到し、定員があっという間に埋まってしまいました。改め

て皆様には御礼申し上げます。世界に目を向けると、新たな紛争も始まっており、国際交流

や平和交流の重要性がますます高まっていると感じています。正直学校や教育委員会には、

○○教育をやりたい！やるべきだという声が多数寄せられてきました。果たしてそれにどん

な効果が？大人の想いは理解していますが、令和６年度の出生数史上最低の68万人という現

実や教員採用試験の倍率が低下している現状もお伝えしなければなりません。教育長だより

は、そんな学校の現実も少しづつお伝えさせていただきます。

神奈川県秦野市教育委員会

〒257-8501 秦野市桜町1丁目3番2号

0463－84－2786 文責 佐藤直樹

平和教育と人権教育、そして体験

～申し込み殺到！皆様に感謝～

体験が子どもの

心に火をつける

この写真

どこかわかりますか？

こちらは

今年1月の

渋沢小

火育体験



こちらは恒例のピースキャンド

ル開催、そしてイベントサポー

ター募集のチラシです！

16時以降は秦野市平和の集いも

開催され、親子広島訪問団報告や

被爆体験講話があります。

対象は中学生以上！

是非ＨＰにて確認を！

８月１６日（土）

※雨天の場合は１７日（日）に順延

≪ピースキャンドルナイト≫ 

午後６時 点灯式・幼稚園児手話コーラス

会場：メタックス体育館はだの

左に記載しました企画は、

「はだの・平和都市宣言につど

う会」の皆さんによるもので、

会の皆さんは「秦野市平和都市

宣言」の理念を形にするために

秦野市と市民で「平和を考える

フォーラム（映画会や講演会な

ど）」を1992年からと長い間平

和について活動してくださって

います。
１面の写真は沖縄ひめゆりの塔でした。

HPはこちら

https://www.city.hadano.kanagawa.jp/www/contents/1560146396479/index.html

